
「いじめ見逃しゼロ 県民の集い」を

開催しました

９月23日(月・祝)に長岡リリックホールで

「いじめ見逃しゼロ 県民の集い」を開催し、

約470人の参加がありました。当日のプログラ

ムは下記のとおりです。

【第１部】

①いじめ見逃しゼロ県民運動の紹介

②考えてみようＳＮＳスマホとの付き合

い方

【第２部】講演会

演題：「子どものＳОＳを見逃さない

～学校・家庭・社会にできること～」

講師：尾木 直樹氏（教育評論家）

【第３部】パネルディスカッション

パネルディスカッションでは、県内児童生

徒代表６名と尾木氏がいじめ防止を観点に、

学校の理想像を語り合いました。

その他、ミニ講座や展示ブースが開設され、

いじめ問題について考える良い機会となりま

した。今後も「いじめをしない、見逃さない、

許さない」

を合言葉に

学校・家庭

・地域が一

体となった

取組を進め

ていきます。

【パネルディスカッションの様子】

【告知】第29回全国産業教育フェア新

潟大会を開催します

10月26～27日(土・日)に全国産業教育フェ

ア新潟大会が開催されます。農業、工業、商

業などの専門教科を学んでいる全国の高校生

が一堂に会し、産業教育の魅力を発信する大

会です。

各種競技の全国大会や体験コーナー、ジャ

ムや缶詰などの実習製品の販売も行います。

ぜひ高校生の活躍を御覧ください。多くの

方の御来場をお待ちしています。

〇会場：朱鷺メッセ、アオーレ長岡

新潟市食育・花育センター

〇入場無料
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＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：高校生アカデミック・インターンシップ研修について Ｐ２～３高校
３：生涯学び活躍できる環境づくりを支援するラ・ラ・ネット Ｐ４ 全種
４：埋蔵文化財を活用した高校生向け出前授業について Ｐ５ 高校
５：県埋蔵文化財センターにおける企画展・講演会について Ｐ６～７全種
６：インフォメーション Ｐ８～10全種

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。



県教育委員会では、昨年度に引き続き、高校

生アカデミック・インターンシップ研修を実施

しています。本研修は、大学等進学希望の生徒

に「大学等の向こうにある社会」を意識させ、

大学研究室や研究機関等と連携し、将来進む可

能性のある学問分野に関係した研究活動等を体

験し、大学等への視野を広げ、学習意欲や進路

意識を高め、探究する力・課題解決能力等を身

に付けることを目的としています。

今年度は、新潟大学、新潟県立大学、長岡造

形大学、県立歴史博物館の４か所で実施し、県

立高等学校１・２年生、中等教育学校４・５年

生の計187人が参加しました。

本号では、高校生アカデミック・インターン

シップ研修の取組内容や成果についてお伝えし

ます。

参加した生徒は、人文や医学、国際や造形な

ど多岐にわたる分野から、興味・関心のある研

究テーマを選択し、大学教授や大学生等ととも

に、２日間の研究活動を行います。また、当該

研究活動に加えて、事前研修会と事後研修会を

１日ずつ行います。

《参加研究室一覧》

学部 研究内容

人文学部   戯曲の台詞を書いてみよう

人文学部   哲学対話をやってみよう

教育学部   コーディネーショントレーニングをやってみよう

法学部   「社会生活における法の機能を考える」

経済学部   マーケティングアイデア・ビジネスアイデアを考えよう

医学部／工学部   人間の関節の柔軟さと骨の丈夫さを実験で調べる

医学部   飲みかけのペットボトルのお茶や水に生息する細菌について

歯学部   歯ぐきの細胞を育てて、人工歯ぐきを作ってみよう

歯学部   「食べること」を科学しよう！

工学部   ―まちをつくる―くらしの中の「土木（ドボク）」の役割を考える

工学部
  固体の反応を用いた太陽熱の化学エネルギー転換とそれを実

現する反応装置工学

工学部   人体の発する情報から体の状態を読み取る（生体工学入門）

工学部   技術は顧客のニーズにいかにして応えられるのか？

農学部   花粉症対策品種の無花粉スギについて学ぼう

農学部
  ・食品の生体調節機能の基礎を学ぶ。

  ・特定保健用食品（トクホ）や機能性食品について知るなど

新潟大学（17講座）

１ 新潟大学

人文学部の研究室では、「ふるまい」をテーマ

にした哲学対話を行いました。全員で輪になり、

問いについて対話しながら議論を深めました。

参加した生徒は、大学生等からのリードを受け、

積極的に発言していました。

【人文学部研究室での哲学対話】

経済学部の研究室では、グローカルマーケテ

ィング株式会社を訪問しました。「企業とのコ

ラボレーション」「自ら考えたビジネスアイデア

の実現」を柱として、企業の方からヒントを得

ながら大学生とともに、戦略やマーケティング

の課題に取り組んでいました。

創生学部
  人工知能やロボット、ドローンなどの先進的技術は、いかに社

会を変革し、人々の幸せに寄与しうるのか？

災害・復興

科学研究所
  河川が自然に蛇行する様子を観察しよう

学部 研究内容

国際地域学部 　国際理解教育とジャーナリズム

国際地域学部 　Intending　to　become　English　teachers　in　the　future

国際産業経済

研究センター
　二重の人口減少の下で新潟経済を活性化する方法を考える

人間生活学部 　児童館で遊びのプログラムを実践してみよう

新潟県立大学（４講座）

担当課 研究内容

経営企画課
　歴史博物館の仕事を知ろう　～学芸員・博物館
職員の仕事を通して、博物館の役割を考える～

県立歴史博物館（１講座）

学部 研究内容
大学院

造形研究科
　デザインシンキングを活用して課題解決を目指せ

造形学部

視覚デザイン学科
　デジタル表現に必要なプログラミングの基礎を学ぶ

造形学部建築・

環境デザイン学科
　ソーシャルデザインについてまちおこしの視点で考える

長岡造形大学（３講座）

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第837号 令和元年10月１日

高校生アカデミック・インターンシップ研修について

高等学校教育課



【大学生等とアイデアを出しあう様子】

農学部の研究室では機能性評価実験食品成

分または抽出物の抗酸化活性評価、細胞培養

実験による実験を行いました。大学院生の指導

の下、実験器具の取扱い、操作方法について学

びました。

【農学部研究室での実験】

２ 新潟県立大学

人口減少の下で新潟経済を活性化する方法

について考え、地域企業のイノベーション促

進を支援している新潟県工業技術総合研究所

を訪問し、課題について考察しました。

【県工業技術総合研究所の見学】

３ 長岡造形大学

ソーシャルデザインについて考えるため、蔵

王地区の史跡を巡り、変遷、課題等のヒアリン

グを行いました。大学生が考案したシナリオを

参考として地区の課題を解決する方法を提案し

ました。生徒からは、デザインが様々なプロセ

スから行われていることが理解できたとの声が

多く寄せられました。

【蔵王史跡を守る会のヒアリングの様子】

４ 県立歴史博物館

画家、原田泰治先生のピエゾグラフ（高精細

複製画）の中から、話し合いで決めたテーマ「海

と山」・「緑」で５点を選び、展示計画をたて、

実際の展示作業も行いました。

【学芸員による説明の様子】

５ 参加生徒や研究室の声

参加した生徒からは「興味のあるテーマにつ

いて深く学び、大学進学への意欲が高まった。」

「将来の職業に繋がる専門的な学びができ、進

路選択に役立った。」等の意見がありました。

また、大学教授等からは、「大学の学びが社会

に繋がることを実感し、専門性が高い課題につ

いても前向きに取り組んでいた。」「様々な人と

の交流をとおして生まれるアイデアを今後の学

びに繋げて欲しい。」等の声が寄せられました。

今後は、成果を報告書にまとめ、12月の事後

研修会でポスターセッションを行います。

本研修での学びが、自己と社会、将来をつな

ぐ貴重な財産となることを期待します。

これからも、生徒が自己を理解し、将来に向

けた明確な目標を持つことができるように、社

会的・職業的自立に必要な資質・能力を身につ

けていくことのできるキャリア教育を推進して

いきます。

第837号 令和元年10月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (3)



ラ・ラ・ネット（新潟県生涯学習情報提供

システム）は、県民の主体的な学習活動を支

援することを目的とし、インターネットを通

じて広く県内の生涯学習に関する情報を提供

するものです。今回は利用者数の多い「学習

機会」の検索と「指導者」紹介の流れを中心

に紹介します。

県内各地で開催されている講座・イベント

の情報を広く御紹介しています。子どもたち

に学校教育以外の学びの場を提供しましょう。

【講座・イベントの紹介】

学校での情報モラル教育や職場体験のため

のマナー講座、PTA主催の講演会、土曜学習等

学校教育を様々な場面で支援していただける

指導者を御紹介しています。現在、1,000名を

超える方から御登録いただいています。基本

的な指導者紹介の流れは以下のとおりです。

１ 「ラ･ラ･ネット」を検索する。

２ 「指導者」をクリックする。

【「指導者」を探す場合はこちらから】

３ 指導者を選ぶ。

・「しぼりこみ」で条件指定する。

・当センターに相談する。(025-284-6119)

【「しぼりこみ」から条件指定する】

【「キーワード」等からしぼりこみ可能】

４ 当センターに連絡し、要件を伝え指導者

の連絡先を聞く。

５ 指導者と直接連絡調整する。

このほかにも貴重な視聴覚教材や機器の貸

出、施設の貸出なども行っています。詳しく

は『ラ・ラ・ネット』（http://www.lalanet.g

r.jp/）を御覧ください。

(4) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第837号 令和元年10月１日

生涯学び活躍できる環境づくりを支援するラ・ラ・ネット

新潟県立生涯学習推進センター
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県教育委員会では、ふるさとへの愛着と誇

りを育み、郷土の貴重な宝である文化財愛護

の心を醸成するために、高校生対象の出前授

業を、平成27年度から実施しています。新潟

県の埋蔵文化財（遺跡）や史跡、考古学や歴

史学の魅力を知る機会を提供することで、郷

土愛を軸としたキャリア教育の推進に寄与で

きればと考えています。

本号では、出前授業の実施状況やアンケー

ト結果等について紹介します。

出前授業の内容は、新潟県内における発掘

調査の最新の成果に基づき、学校と相談しな

がら決定しています。対象とする時代は、埋

蔵文化財として主に取扱う旧石器時代から戦

国時代とし、各時代における新潟県の特徴を

解説しています。

具体的な内容は、「黎明期の新潟」（旧石器

・縄文時代）、「ヤマト政権誕生の頃の新潟」（弥

生・古墳時代））、「律令国家形成期の新潟」（奈

良・平安時代）、「中世の新潟」（鎌倉～戦国時

代）などがありますが、近年では新潟県また

は地域の通史を要望されるケースが多いです。

また、「歴史好きなあなたの就職先」「遺跡の

発掘調査とは」など、キャリア教育と組み合

わせて構成することにも対応しています。

講義のほか、普段は博物館のケースに収め

られていて触れることができない「本物の土

器・石器」を実際に手に取りながら、観察の

ポイントと、そこから読み取れる情報を解説

したりしています。

なお、平成30年度は、新潟高等学校、新潟

西高等学校、十日町高等学校、長岡明徳高等

学校の合計303名の生徒を対象に出前授業を実

施しました。

アンケートは、授業の前と後に実施してい

ます。授業前は現状把握として日本史への興

味や埋蔵文化財の周知度を知るための項目、

授業後は内容の理解度や興味関心に関する項

目を設定しています。

平成30年度のアンケートでは、授業前は、「日

本史は好きな教科ですか」の設問に「好き」「ど

ちらかというと好き」が70％、「好きではない」

「どちらかというと好きでない」が30％でし

た。一方、授業後は、「よく理解できた」「お

おむね理解できた」が93％、「とても面白い」

「おおむね面白い」が91％と、おおむね好意

的な評価が多く、関心を高めることができた

のではないかと考えています。

県教育委員会では、今後も出前授業を通じ

て、魅力ある新潟県の歴史を知る機会を提供

していきます。その中から、文化財保護に携

わる人材が育つことを期待しています。

授業の内容については、御要望に応じて柔

軟に対応しています。詳細については、文化

行政課埋蔵文化財係までお問い合わせ下さい。

【問い合わせ TEL 025-280-5620】

【出前授業の様子】

埋蔵文化財を活用した高校生向け出前授業について

文化行政課
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新潟市秋葉区にある県埋蔵文化財センター

は、県内の遺跡発掘調査で出土した土器や石

器など、旧石器時代から江戸時代までの代表

的な出土品約500点を常設展示で公開していま

す。世界最古のヒスイ製石器、今年３月に県

指定文化財になった糸魚川市六反田南遺跡の

造形豊かな縄文土器、県内唯一の平安時代の

唐三彩、鎌倉時代の大型丸木舟など、当セン

ターならではの展示品をご覧いただけます。

本物の縄文土器の破片や石器なども触ること

ができます。また、タブレットによる音声解

説機で詳しい解説をお聞きいただけるほか、

クイズコーナーでは正解数に応じてオリジナ

ルの記念賞状をプレゼントし、県の歴史に親

しんでいただけるよう工夫しています。

【常設展示室の様子】

このほか、県の歴史をさらに詳しく理解し

ていただくために、テーマを設けた企画展を

開催しています。また、この内容をより詳し

く知っていただくために関連する講演会も行

っています。本号では、企画展と講演会の内

容や取り組みについて紹介します。

１ 企画展の目的と内容

当センターでは、平成４年以降だけで210遺

跡あまりで360回以上の発掘調査を行っていま

す。当センターが管理する出土品の量は深さ10

センチのコンテナ箱で約４万箱に上ります。

これらは県の歴史を明らかにする大切な資料

であり、県民に永く伝えていくべきものです。

企画展では、こうした出土品の中から種類別

や時代別などのテーマに基づき展示品を選び、

その歴史を解説しています。

最初の企画展は、平成24年度に行った「越

後国域確定1300年記念事業」の「遺跡が語る

古代のにいがた」です。越後国誕生前後の新

潟に焦点を当て、数多くの出土品をとおして

県の歴史について理解を深めていただきまし

た。平成27年度には「谷底からよみがえった

大武遺跡」、平成28年度には当センター開館20

周年記念「新潟県指定考古資料展」を開催し

ました。平成29年度からは年３回の開催とし、

「縄文の造形美－六反田南遺跡－」は当セン

ターのほか県内３か所の会場を巡回展示しま

した。平成30年度からは県内の代表的な出土

品を展示する企画も開始しました。春季企画

展「縄文の息吹－野首遺跡－」では、十日町

市指定文化財である野首遺跡の火焔型土器を

多数借用、展示しました。これらの出土品は

その後に東京国立博物館やパリで展示される

とあって、多くの注目を集めました。秋季企

画展「丸木舟の考古学」は、阿賀野市石船戸

東遺跡から発掘した鎌倉時代の大型丸木舟の

保存処理が完了したのを契機に開催したもの

で、県内市町村が保管する丸木舟や櫂も展示

しました。

【糸魚川市六反田南遺跡の流麗な縄文土器】

県埋蔵文化財センターにおける企画展・講演会について

新潟県埋蔵文化財センター・文化行政課
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今年度は春季企画展「佐渡の王－蔵王遺跡

－」を８月まで開催しました。佐渡市が発掘

調査した県指定文化財の蔵王遺跡出土品を一

堂に集め、弥生時代から古墳時代にかけての

青銅製の鏡や銅鏃、精巧な作りの木製調度品

から佐渡の王の存在を知っていただくもので

す。

そして、現在開催中の秋季企画展「海をわ

たったヒスイ」は、日本の国石であり、県の

宝である糸魚川産ヒスイの歴史をテーマとす

るものです。当展は第34回国民文化祭・にい

がた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭新

潟大会の特別連携事業として、県内外の遺跡

出土ヒスイを展示するものです。このヒスイ

を利用した世界最古の石器は、糸魚川市大角

地遺跡から見つかった約6,500年前の敲石で

す。糸魚川地域では約5,000年前にヒスイ製の

大珠が盛んに作られ、北海道礼文島を北限と

する東日本一帯に流通しました。約3,000年前

になると勾玉などの小型品が作られ、沖縄本

島にも流通しました。当展では県内で初めて

北海道・青森県と鹿児島県から出土した縄文

時代のヒスイ製品を展示し、実際に海をわた

って伝えられた縄文時代のヒスイをご覧いた

だきます。

【糸魚川市六反田南遺跡のヒスイ剥片】

２ 講演会の目的と内容

企画展では、展示品について簡潔で分かり

やすい解説文を掲示し、写真や図を用いたや

や詳しい解説を盛り込んだ図録を配布してい

ます。講演会は、専門家が企画展の詳しい内

容を解説したり、当センターで遺跡の発掘を

担当した職員が詳しく解説したりする機会と

して位置づけ、毎月１回開催しています。毎

回60人前後の参加者があり、講師の話を熱心

に聴かれています。「海をわたったヒスイ」関

係の講演会は、ヒスイの流通から見た縄文時

代や、弥生時代に新潟県で盛んに作られたヒ

スイ製勾玉の生産について、古墳時代に起こ

るヒスイ製装身具の終焉と石製模造品の出現

についての講演会を予定しています。

当センターの入館者数は、平成30年度が17,003

人で、平成29年度より２千人以上増加してい

ます。この要因は企画展の開催によるところ

が大きいと考えています。今後も一般の方か

ら分かりやすい内容を心がけていきたいと思

います。なお、企画展の開催を知らない方

も多く、一層の周知を図ってまいります。

＜来館者アンケートによる感想＞

・非常に分かりやすい映像での説明や紙

面で展示内容をよく知ることができま

した。ここまで濃い展示を無料で提供

してくださる新潟県に感謝します。

・赤漆塗り糸玉、ヒスイ、土器、焼き物

の時代ごとに作られた過程や使われ方

がよく分かって楽しかった。

・佐渡の王のネーミングがよい。王はだ

れなのか、説を紹介してほしい。

・専門用語はあまり聞きなれない内容で

も新発見の良き勉強となりました。今

後、県外の講座等にも参考にしたい。

・講演会のおかげで、縄文時代への興味

が出て、長野県茅野市や三内丸山遺跡、

国立博物館の縄文展などに行きました。

当センターの企画展や講演会は、郷土の歴

史を詳しく紹介しています。ぜひ、ご来館い

ただきますようお待ちしております。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん
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●県立近代美術館（長岡市）

リニューアル・オープン 企画展 第1弾!

企画展 「ＰＩＸＡＲ(ピクサー)のひみつ展
いのちを生みだすサイエンス」

『トイ・ストーリー』『モ
ンスターズ・インク』など、
ＰＩＸＡＲのキャラクター
たちの動きや表情は、どの
ように作られているのでし
ょうか？

アニメーションの制作過
程を人気キャラクターを使
って実際に体験できる画期
的な展覧会です。ＰＩＸＡ
Ｒアニメーションを支える
科学の魅力を解き明かして
いきます。

「PIXARのひみつ展」はボストンサイエンスミュージアムがPIXARとの協力により開発したものです。

© Disney/Pixar. All Rights Reserved. Used Under Authorization.

〇会 場 県立近代美術館 企画展示室
〇会 期 10月12日（土）～11月24日（日）
〇休館日 月曜日（祝日の10/14(月)と11/4（月）

は開館、その翌日休館）
〇開館時間 午前９時～午後５時

（観覧券の販売は午後４時30分まで）
〇観覧料 一般1,500円（1,300円）

高校・大学生1,300円（1,100円）
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が

免除になります。受付で御提示ください。
※企画展開催中は、企画展観覧券でコレクション

展も御覧いただけます。

■前売券情報■
一般1,300円 高校・大学生1,100円
ミュージアムショップKINBI、BANBIほか県内各プ

レイガイド等で10月11日（金）まで販売しておりま
す。お得な前売券をお求めください。

《教育普及プログラム》対話型鑑賞

学校向けの教育普及プログラムとして『対話型鑑
賞』をお薦めしています。主体的・対話的で深い学
びの場として活用してください。
※詳細は当館ホームページでご確認ください。

県立近代美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 0258-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）
企画展「乙女のデザイン 大正イマジュリィ
の世界」
大衆文化が盛んになり、印刷技術

が進歩した明治末から大正、昭和初
期。美しい装幀の書物が人々の暮ら
しを彩り、街には華やかな広告が溢
れました。この時代の書籍、挿絵、
ポスター、絵はがき等の印刷物や版
画を「大正イマジュリィ」と総称し、
その魅力をご紹介します。藤島武二、
橋口五葉、富本憲吉、岸田劉生ら日
本近代美術史になくてはならない作
家や、竹久夢二、高畠華宵、蕗谷虹児といった抒情画家
とよばれる作家。熱心な愛好家を持つ小林かいち。多く
の作家達の残した印刷物や、作家名の残らない広告類ま
で。今見ても心ときめく、百花繚乱の図像をお楽しみく
ださい。

○会 期 10月５日(土)～11月24日(日)
○休 館 日 10月７日(月)、10月28日(月)、

11月11日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除に

なります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆ギャラリートーク
○日 時 10月５日(土) 午後２時～
○会 場 万代島美術館展示室
○講 師 山田俊幸氏(本展監修者・元帝塚山学院大

学教授・日本絵葉書会長)
○その他 申込不要／当日の観覧券が必要

◆『新潟日報』連載「押し入れの中の文化財」あれこれ
―絵はがきの楽しみ―
○日 時 10月22日(火・祝) 午後２時～

(受付 午後１時30分～)
○会 場 NICOプラザ会議室(万代島ビル11階)
○講 師 山田俊幸氏
○その他 申込不要／参加無料／先着90名様

◆にいがたもようワークショップ
○日 時 10月26日(土) 午前11時～／

午後２時30分～
○会 場 万代島美術館ロビー
○その他 当日10時より整理券配布／参加無料／

各回16名様限定

10月４日(金)までは展示替えのため休館します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
県秋季企画展「海をわたったヒスイ」

日本の国石ヒスイ。
新潟県糸魚川産のヒス
イは質・量とも日本一
です。糸魚川市大角地
遺跡からは、約6,500年
前のヒスイ製としては
世界最古の石器が見つ
かっています。糸魚川
産のヒスイは、縄文時
代には北海道奥尻島や鹿 【ヒスイ製小珠（北海道

児島県種子島へ海をわたっ 奥尻町青苗遺跡）

て運ばれました。当展で 奥尻町教育委員会蔵】

は、新潟県のほか、北海
道、青森県、鹿児島県のヒスイを展示し、ヒスイの歴
史を紐解きます。

○期 日 12月８日(日)まで
○時 間 午前９時～午後５時
○休館日 期間中はなし
○観覧料 無料

第７回講演会「ヒスイからみた縄文時代」
を開催します

縄文人が最も大切
に扱い、高い価値を
認めたものがヒスイ
製の装身具でした。
ヒスイの加工や流通、
そしてどんな人物が
身につけたのかをさ
ぐり、縄文文化の特
徴を考えます。

【ヒスイ製大珠（見附市耳取遺跡）

見附市教育委員会蔵】

○期 日 10月20日(日)
○時 間 午後１時50分～３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○参加費 無料
○講 師 栗島 義明 氏

（明治大学黒曜石研究センター）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は１

月前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームページ
を御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

●県立文書館
特別企画展

「江戸時代の庄屋さまは超多忙！?
－越後・佐渡の村役人の世界－」

江戸時代には、優れた事務処理能力・文書処理
能力を持った庄屋がそれぞれの村にいて、地方行
政の末端を支えていました。その様子は、旧庄屋
家などに保管されてきた村方文書によって知るこ
とができます。庄屋をはじめとする村役人の仕事
を、当館所蔵文書を使って紹介します。

左図【「信濃川分水開発絵図写」】（県立文書館所蔵）

右図【庄屋替帳面預り帳】（県立文書館所蔵）

〇期 日 10月29日(火)～11月10日(日)
〇時 間 午前９時30分～午後５時
〇会 場 県立文書館閲覧室
〇観覧料 無料 ※申込不要

県立文書館
住所 新潟市中央区女池南３－１－２
TEL 025-284-6011
URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page
_id=569
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●文化行政課
第３回新潟県考古学講演会「縄文時代

のはじまり」

氷期から温暖期へと移行する縄文時代開始期。人々
の生活がどのように変化したのかを専門家が詳しく読
み解きます。

【黒姫洞窟の発掘調査風景】

〇期 日 11月24日(日)
〇時 間 午前10時30分～午後３時40分
〇会 場 新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」

（新潟市中央区笹口1-1プラーカ1・2階）
〇定 員 100名
〇申 込 不要（定員になり次第締め切り）
〇参加費 無料
〇内 容 卜部 厚志氏（新潟大学災害復興科学研究

所）「縄文時代草創期の信濃川上流域-環境
・災害-」ほか

新潟県教育庁文化行政課埋蔵・文化財係
住所 新潟市中央区新光町４－１
TEL 025-280-5620
MAIL ngt500080@pref.niigata.lg.jp
URL https://www.pref.niigata.lg.jp/bunkagyosei/

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/

**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞


